
(57)【要約】

【課題】大径の部分（１２）と小径の部分（１１）とを

もつ金属の段付き材（１）の、大径の部分だけを局部加

熱する装置であって、多数本を同時に処理でき、温度上

昇が速やかであって均一な温度に加熱でき、かつ、操作

性が良好で熱効率が高いものを提供する。

【解決手段】内部が長い小判型の横断面を有する炉壁（

２）、水平な炉床（３）、千鳥配列で配置した複数の台

（４）、台に対応する位置に段付き材の装入・取出孔（

２５）を複数個備えた天井（５）からなる、耐火物で内

張りした炉体に、天井の上に、段付き材の小径の部分に

合致した大きさの切り欠き（６１）を有するスライド蓋

（６）と、そのスライド手段（７）と、炉体の両端に対

向して設けたバーナー（８）とを加える。バーナーから

吹き出す火焔と燃焼ガスが炉内で渦巻き状に流れる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 の １ 本 の 材 料 で あ っ て 大 径 の 部 分 と 小 径 の 部 分 と が 存 在 す る 「 段 付 き 材 」 の 、 大 径 の
部 分 だ け を 熱 処 理 ま た は 熱 間 加 工 の た め に 局 部 加 熱 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 内 部 が 長 い
小 判 型 の 横 断 面 を 有 す る 炉 壁 、 ほ ぼ 水 平 な 炉 床 、 炉 床 に 配 置 し た 複 数 の 台 、 台 の 位 置 に 対
応 し て 配 置 し た 、 段 付 き 材 の 大 径 の 部 分 が 通 過 可 能 な 径 の 装 入 ・ 取 出 孔 を 複 数 個 備 え た 天
井 か ら な る 、 耐 火 物 で 内 張 り し た 炉 体 に 、 天 井 の 上 に あ っ て 、 段 付 き 材 の 小 径 の 部 分 に 合
致 し た 大 き さ の 切 り 欠 き を 有 す る ス ラ イ ド 蓋 と 、 そ の ス ラ イ ド 手 段 、 な ら び に 両 端 に そ れ
ぞ れ 設 け た バ ー ナ ー を 本 質 的 な 構 成 部 分 と す る 段 付 き 材 の 局 部 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 の 台 が 、 千 鳥 配 列 で 配 置 さ れ 、 そ れ に 伴 っ て 装 入 ・ 取 出 孔 も 千 鳥 配 列 で 設 け て あ り 、
ス ラ イ ド 蓋 が 一 方 向 か ら 前 進 ・ 後 退 す る よ う に そ の ス ラ イ ド 手 段 を 設 置 し た 請 求 項 １ の 段
付 き 材 の 局 部 加 熱 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 金 属 と く に 鋼 の 「 段 付 き 材 」 、 す な わ ち １ 本 の 材 料 の 中 に 大 径 の 部 分 と 小 径 の
部 分 と が 存 在 す る も の の 、 大 径 の 部 分 だ け を 、 熱 処 理 ま た は 熱 間 加 工 の た め に 局 部 加 熱 す
る た め の 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
た と え ば 大 型 の エ ン ジ ン の バ ル ブ を 製 造 す る に 当 た っ て は 、 ま ず 、 大 径 の 棒 状 材 料 を 適 宜
の 長 さ に 切 断 し 、 一 端 を 鍛 伸 す る こ と に よ っ て 、 図 １ に 例 を 示 す よ う な 、 小 径 で 長 い 部 分
（ １ １ ） と 大 径 の ま ま の 短 い 部 分 （ １ ２ ） と が テ ー パ 部 分 （ １ ３ ） を 介 し て 連 な っ た 、 段
付 き 材 （ １ ） を 用 意 す る 。 小 径 で 長 い 部 分 は バ ル ブ の ス テ ム と な り 、 大 径 で 短 い 部 分 は 、
熱 間 の 型 打 ち 鍛 造 に よ り 成 形 し て 笠 部 と す る 。 こ の よ う な 段 付 き 材 は 、 鍛 造 の た め に 大 径
の 部 分 だ け を 局 部 的 に 加 熱 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
段 付 き 材 の 局 部 的 な 加 熱 に は 、 加 熱 す べ き 部 分 を 、 速 や か に 、 か つ 均 一 に 所 望 の 温 度 に す
る こ と 、 多 数 の 段 付 き 材 を 同 時 に 処 理 で き る こ と 、 お よ び 熱 効 率 が よ い こ と 、 な ど が 要 求
さ れ る 。 従 来 の 加 熱 装 置 は 、 こ れ ら の 要 求 を 同 時 に 満 た す も の で は な か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 段 付 き 材 を 局 部 加 熱 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 上 述 し た 諸 要 求 を 一 挙 に
満 た す も の を 提 供 す る こ と に あ る 。 具 体 的 に は 、 多 数 の 段 付 き 材 を 同 時 に 処 理 す る こ と が
で き る こ と 、 加 熱 さ れ る 段 付 き 材 の 温 度 上 昇 が 速 や か で あ っ て 、 加 熱 さ れ る 部 分 が 均 一 な
温 度 に な る こ と 、 お よ び 、 加 熱 炉 と し て の 操 作 性 が 良 好 で コ ン ト ロ ー ル が 容 易 で あ っ て 、
熱 効 率 が 高 い こ と 、 と い う 要 求 が 満 た さ れ る 加 熱 装 置 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 段 付 き 材 を 局 部 加 熱 す る た め の 装 置 は 、 図 １ に 示 し た よ う な 、 金 属 の １ 本 の 材 料
で あ っ て 大 径 の 部 分 （ １ ２ ） と 小 径 の 部 分 （ １ １ ） と が 存 在 す る 段 付 き 材 （ １ ） の 、 大 径
の 部 分 だ け を 熱 処 理 ま た は 熱 間 加 工 の た め に 局 部 加 熱 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 内 部 が 長
い 小 判 型 の 横 断 面 を 有 す る 炉 壁 （ ２ ） 、 ほ ぼ 水 平 な 炉 床 （ ３ ） 、 炉 床 に 配 置 し た 複 数 の 台
（ ４ ） 、 台 の 位 置 に 対 応 し て 配 置 し た 、 段 付 き 材 の 大 径 の 部 分 が 通 過 可 能 な 径 の 装 入 ・ 取
出 孔 （ ２ ５ ） を 複 数 個 備 え た 天 井 （ ５ ） か ら な る 、 耐 火 物 で 内 張 り し た 炉 体 に 、 天 井 の 上
に あ っ て 、 段 付 き 材 の 小 径 の 部 分 に 合 致 し た 大 き さ の 切 り 欠 き （ ６ １ ） を 有 す る ス ラ イ ド
蓋 （ ６ ） と 、 そ の ス ラ イ ド 手 段 （ ７ ） と 、 炉 体 の 両 端 に 対 向 し て 設 け た バ ー ナ ー （ ８ ） と
を 加 え て 本 質 的 な 構 成 部 分 と し 、 バ ー ナ ー か ら 吹 き 出 す 火 焔 の 軸 が 相 互 に ず れ て い て 、 燃
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焼 ガ ス が 炉 内 で 渦 巻 き 状 に 流 れ る よ う に 構 成 し た 段 付 き 材 の 局 部 加 熱 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 段 付 き 材 の 局 部 加 熱 装 置 は 、 炉 体 の 容 量 を 選 択 す る こ と に よ り 、 か な り な 程 度 ま
で 任 意 の 多 数 の 段 付 き 材 を 処 理 す る こ と が で き る 。 バ ー ナ ー が 炉 体 の 両 端 に 対 向 し て 設 け
て あ る た め 、 火 焔 が 炉 内 を 渦 巻 き 状 に 流 れ る 結 果 、 加 熱 さ れ る 段 付 き 材 の 温 度 が 速 や か に
上 昇 す る と と も に 、 個 々 の 段 付 き 材 の 被 加 熱 部 分 に お い て も 、 ま た 各 段 付 き 材 の 間 で も 、
温 度 が 均 一 に な る 。 温 度 の コ ン ト ロ ー ル は 精 密 に 行 な う こ と が で き 、 た と え ば 加 熱 目 標 温
度 が １ ０ ５ ０ ℃ で あ る 場 合 、 温 度 幅 と し て ± １ ５ ℃ 程 度 を 実 現 す る こ と は 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
炉 の 操 作 に 当 た っ て 調 節 す る 対 象 は 、 バ ー ナ ー の 運 転 に 関 す る 事 項 だ け 、 す な わ ち 燃 料 と
空 気 の 供 給 速 度 お よ び 両 者 の 割 合 で あ り 、 自 動 的 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 容 易 で あ る か
ら 、 加 熱 炉 と し て の 操 作 性 が 良 好 で あ る 。 こ の 加 熱 装 置 は 、 上 記 の よ う に 火 焔 が 炉 内 を 渦
巻 き 状 に 流 れ て 段 付 き 材 を 加 熱 す る 構 造 で あ る か ら 、 熱 効 率 が 高 く 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 加 熱 装 置 の 使 用 は 、 ま ず 加 熱 す べ き 段 付 き 材 （ １ ） を 、 炉 内 の 台 （ ４ ） の 上 に 配 置 す
る こ と か ら 始 ま る 。 こ の 作 業 は 、 段 付 き 材 の 小 径 の 部 分 （ １ １ ） を 適 宜 の マ ニ ピ ュ レ ー タ
で 把 握 し 、 直 立 さ せ た 状 態 で 、 炉 の 天 井 に 設 け た 装 入 ・ 取 出 孔 （ ２ ５ ） を 通 し て 炉 内 に 入
れ 、 台 に の せ る こ と に よ っ て 行 な う 。 こ の と き 、 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ド 蓋 （ ６ ）
を 後 退 さ せ て 、 装 入 ・ 取 出 孔 が 完 全 に 開 い て い て 、 段 付 き 材 の 大 径 の 部 分 （ １ ２ ） が 通 過
で き る よ う に し て お く 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
段 付 き 材 を 台 に の せ 終 わ っ た な ら ば 、 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に ス ラ イ ド 蓋 （ ６ ） を 前 進 さ せ 、
段 付 き 材 の 小 径 の 部 分 （ １ １ ） に 合 致 す る 径 を も っ た 半 円 形 の 切 り 欠 き （ ６ １ ） が 小 径 の
部 分 に 接 し 、 装 入 ・ 取 出 孔 （ ２ ５ ） の 大 部 分 を 覆 う よ う に す る 。 孔 の 一 部 は 、 開 い た 状 態
で 残 り 、 燃 焼 ガ ス が 通 過 す る 煙 道 （ ９ ） と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 の よ う に し て 、 炉 の 両 端 に 設 け た バ ー ナ ー に 点 火 す れ ば 、 そ の 火 焔 は 軸 が ず れ た 状 態
で ２ 列 に 配 置 さ れ た 段 付 き 材 の 、 加 熱 す べ き 部 分 、 す な わ ち 大 径 の 部 分 （ １ ２ ） の 並 ん だ
外 側 の 部 分 を な で る よ う に 流 れ る と と も に 、 各 段 付 き 材 の 間 に 入 り 込 み 、 上 昇 し て 上 記 の
煙 道 （ ９ ） を 通 っ て 炉 外 に 出 る 間 に 、 大 径 の 部 分 の 外 側 の 部 分 以 外 を 加 熱 す る 。 並 ん だ 内
側 の 部 分 は 、 段 付 き 材 と 段 付 き 材 の 間 に 入 り 込 ん だ 燃 焼 ガ ス に よ っ て 加 熱 さ れ る 。 こ の よ
う に し て 、 段 付 き 材 の 全 周 に わ た っ て 均 一 な 加 熱 が 行 な わ れ る 結 果 、 部 分 的 な 温 度 ム ラ が
生 じ る こ と が な く 、 か つ 、 全 部 の 段 付 き 材 が 均 一 な 温 度 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
目 的 と す る 加 熱 が で き た な ら ば 、 ス ラ イ ド 蓋 （ ６ ） を 後 退 さ せ て 装 入 ・ 取 出 孔 （ ２ ５ ） を
開 放 し 、 再 び 段 付 き 材 の 小 径 の 部 分 （ １ １ ） を 把 握 し て 炉 の 上 方 に 引 き 出 し 、 つ ぎ の 工 程
で あ る 、 型 打 ち 鍛 造 な ど に 回 す 。 ス ラ イ ド 蓋 は 、 し た が っ て 、 小 数 の 段 付 き 材 （ 図 示 し た
例 で は ３ 本 ） ご と に 前 進 ・ 後 退 さ せ る こ と が 可 能 な よ う に 、 分 割 し て 設 け 、 そ れ ぞ れ に ス
ラ イ ド 手 段 を 与 え た 構 造 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
多 数 の 段 付 き 材 を 順 次 取 り 出 し 、 ま た 装 入 す る 場 合 は 、 取 り 出 し た あ と に 、 新 し い 段 付 き
材 を 前 記 の よ う に し て 装 入 す る 。 １ バ ッ チ で 加 熱 を 終 了 す る 場 合 は 、 段 付 き 材 を 取 り 出 し
た 後 、 た と え ば ス ラ イ ド 蓋 を さ ら に 前 進 さ せ て 装 入 ・ 取 出 孔 （ ２ ５ ） を ふ さ ぎ 、 燃 焼 ガ ス
が 開 放 さ れ た 孔 か ら 流 出 す る こ と を 妨 げ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 示 し た 例 は 、 段 付 き 材 を の せ る 台 が 炉 床 上 に 千 鳥 配 列 で 配 置 さ れ て お り 、 そ れ に 対 応 し
て 天 井 の 装 入 ・ 取 出 孔 も 千 鳥 配 列 と な っ て い る 。 こ の 構 造 は 、 ス ラ イ ド 蓋 を 一 方 向 か ら 前
進 ・ 後 退 さ せ て 、 上 記 し た 装 入 ・ 取 出 孔 の 開 放 や 閉 鎖 を 行 な う の に 好 適 で あ る が 、 千 鳥 で
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な く 格 子 配 列 に す る こ と も 、 も ち ろ ん 可 能 で あ る 。 そ の 場 合 は 、 ス ラ イ ド 蓋 を 両 側 に 設 け
て 、 対 向 的 に 前 進 ・ 後 退 さ せ る 構 造 と す る 必 要 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 加 熱 装 置 を 用 い て 局 部 加 熱 を す る 段 付 き 材 の 一 例 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 段 付 き 材 の 局 部 加 熱 装 置 の 一 例 を 示 す 、 一 部 は 蓋 と 天 井 を 除 い て 内 部 を
示 し た 平 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 加 熱 装 置 の Ｉ － Ｉ 方 向 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 加 熱 装 置 の II－ II方 向 横 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 加 熱 装 置 の ス ラ イ ド 蓋 の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ っ て 、 Ａ は ス ラ イ ド 蓋 が 後
退 し た 状 態 、 Ｂ は 前 進 し た 状 態 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
１ 　 段 付 き 材 　
　 １ １ 　 小 径 の 部 分 　 　 １ ２ 　 大 径 の 部 分 　 　 １ ３ 　 テ ー パ 部 分
２ 　 炉 壁
　 ２ ５ 　 装 入 ・ 取 出 孔
３ 　 炉 床
４ 　 台
５ 　 天 井
６ 　 ス ラ イ ド 蓋
　 ６ １ 　 切 り 欠 き
７ 　 ス ラ イ ド 手 段
８ 　 バ ー ナ ー
９ 　 煙 道
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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